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　長崎の儒学者・医師向井元払（玄松）が明暦2年及び3

年に通詞を介して出島蘭館医「アンス・ヨレアン1に質し，

「紅毛流外科秘要」を撰したことは，古賀十二郎がそれを

紹介した後，あらゆる年表，事典，論文などで引用される

「定説」になったが，古賀が利用した写本の所在及び詳細

な内容は不明のままである．（1）九州大学蔵のある写本を調

査したところ，それは向井元升がまとめた文書に由来する

ものと分かり，古賀が全く触れていない事実も明らかにな

った．本論文においては，「紅毛流外科秘要」のこれまで

の位置づけに関して疑問を投げかけるこの貴重な資料の内

容を整理，分析することにする．

　九州大学医学部付属図書館の貴重図書室には元々同学部

泌尿器科が昭和15年に購入した写本が束ねて保管されてお

り，同一整理番号オー37のもとに「阿蘭陀口和書外5種」

という形で分類されている．（2＞その題名は「阿蘭陀口和書」，

「阿蘭陀外科正伝」，「阿蘭陀薬草並脂和書」，「阿蘭陀外科

謹治指南」，「阿蘭陀南蛮金瘡」となっている．また，数枚

しか残っていない題名不明の断片もある．（3）いずれも『田

本国書総目録』には含まれておらず，内容と背景について

の調査も行われていない．

　その中の22．6×15．8センチのi6丁からなる「阿蘭陀外科

正伝jに見られる記述は向井元升が学んだ西洋医学の痕跡

を残している資料として大いに注目に値する。河口良庵や

吉永升庵に遡る，内容や背景の異なる同名の写本もあるの

で，（4＞以下には，九州大学の「阿蘭陀外科正伝」の内題「阿

蘭陀伝外科類方」を使うことにする．この内題の下に「巻

之上」と記してあるが，残念ながら「巻之下」の痕跡は確

認できなかった．筆者は使用済みの紙の裏面を用いている．

同様に使用済みの紙の裏面を用い，筆跡も完全に一一致して

いる「阿蘭陀薬草並脂和書」及び「阿蘭陀口和書」もあり，

後者の巻末には，「元禄八亥年八月二十八日」，「寛政二戊

年十月六二本書写之取以上五冊之内」及び「寛政十一一一一・年末

年五月二十二三之谷川ニテ木寺氏」といった17世紀末以降

の本書伝来の歴を示す記述がある．

　「阿蘭陀伝外科二方」は「エンパラストノ類！（3～12頁），

「エンクエンテノ類」（12～18頁），「ヲウリヨノ類」（19～22

頁），「フロウリスノ類付タリ色々ノ薬味」（22～30頁）と

の四つの部に分けられている．

膏薬及び軟薬の部

　第一部の表題は「エンパラストノ類」となっており，「エ

ンバラスト」の説明として「硬膏薬旧事也」と付け加えら

れている．ここではまず膏薬5種が記されている．

　（原文）　　　　　　　　　（語源）

　エンハラストテヤラヌスシネ　［Emplastrum　de　Ranis　sille

　メリクウリヨ　　　　　　　　Mercurio］

　エンハラストメリラウト　　　［Emplastrum　de　Meliloto］

エンハラストムスラゲニブス〔Em蜘㎜Mu噸㎡bus］

　エンハラストヲシコロシヨン　〔Emplastrum　Oxycroceum］

　エンハラストデヤパルマ　　　［Emplastrurr｝Diapalmaeコ

　片仮名で書かれた成分の名前には個々の処方の中で若干

説明が付け加えられている。たとえば「エンハラストヲシ

コロシヨン」では．
　ラウ

「セイラ

　ヤニシレス
コロホウニョ

　　ヲランダチャン
ヘツキスナハアレス
オランダサフラン

クロウチ

　　　ヤニシレス
ゴウメアモニヤコン

　　　ヤニシレス
ゴウメカルバアヌン

　玉ニウコウ
マステキス
モツヤク

メイラ

四八匁

四八匁

四八匁

一六匁

一六匁

一六匁

一六匁

一六匁

［Cera］

［Co玉。茎）honia＝｝

［Pix　navalis］

［Crocus　Orientalis］

［Guimni　Ammoniacum］

［Gurr｝rni　Galbanum］

［Mastix］

［Myrrha］
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　テルメンテイナ　　　一六匁　　［Terebtwtkiita］
　　ゑウカウ
　トウリス　　　　　　一六匁　　〔Thuris］
　ブドウ酒ノス理本ノスニテモ吉
　アセイテ　　　　　　一六匁　　［Acetas］

　右アモニヤコンカルバアヌンノニ色ヲブダウ酒ノ酢ニツ

　ケ煮トカシ煮シコンテ用ル也スノ加減ハ右二色ノヤニ薬

　ノニトカシコシタルポドニ入ル也」（5）

　続いて軟膏6種が同様に列挙されている。表題の「エン

クエンテノ類」は「油膏藥之事」というふうに説明されて

いる。

　エンクエンテデアルデイヤ　　　〔Unguentum　de　Agthaea］

　エンクエンテポツポウリヨン　　［｛．JRguentum　Popogeum］

　エンクエンテアルンカンフラントン　　［Uitguentum　A璽bum

　　　　　　　　　　　　　　CagnPberatugii］

　エンクエンテデイゲステイフン　［Unguentgm　i［〉量gestivum］

　エンクエンテバジリコン　　　　〔Unguefltum諺as鐵co餓／

　　　　　　　　　　　　　　Bas豊］蓋cum］

　エンクエンテアゲブチヤアコン　〔Unguentum　Aegyptiacum］

　これらの膏薬及び軟膏を調合するには合計70種類以上の

薬草，薬油などが必要となる．17世紀のヨーロッパにおい

ても，薬晶の調達，品質の確認，管理などは医師及び薬剤

師にとって大きな課題であったので，ましてや日本の医師

は，上記の処方を簡単には利用できなかったであろう．

　成分と量を見れば，その処方の出典はたいてい突き止め

られる。医療の統一性及び水準を維持するため，ヨーロッ

パの都市の多くはいわゆるPharmac◎peeia（薬局方）を

定めていた。とりわけドイツのニュルンベルク，アウグス

ブルク，ケルン，また，ロンドン及びパリの薬局方は評判

がよく，その他の薬局方に大きな影響を及ぼしていた。（6＞

オランダ東インド会社は船及び商館の外科医に常備薬とし

て薬箱薬品セットを備え付けたが，それは歴史的には遅く

1636年出版されたアムステルダム薬局方に基づいていた．

しかし，このPharmacepoeia　Amste豆redamensisは，主

にアウグスブルク，ケルン，ロンドンの薬局方からの寄せ

集めで，さほど特色のあるものではなかったので，（7）ヨー

ロッパの各地域から集まっていた外科医たちはアムステル

ダム薬局方に加えて，様々な独自の処方を利用し続けてい

たようである。VOC文献によれば，向井三升の相手にな

っていた「アンス・ヨレアン」は東部ドイツのブレスラウ

（現在はポーランドのプロツラフ）で生まれた上級外科医

E｛aRS箆rge簸Hancko（ハンス・ユルゲン・ハンコ）で，

「ヨレアン」は灘rg磯のオランダ語形Juriaeitに当たる。

ハンコは2655年～1657年まで出島において勤務していた．（8）

　「阿蘭陀伝外科斜方」の処方の内のEmP璽astrum　de

Ranis，　Emplastrum　de　Meliloto，　Emplastrum

Muci豆aginibus，　Emp豆astrurrt　Oxycroceum，　Unguentum

Popoleum，　Unguentum　Album　Camphuratumは，成
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分も分量もアムステルダム薬局方1639年第二版と完全に一

致する．9Jnguentutw　BasigiCGnはユトレヒト薬局方とハー

ク薬局方に即しており，UfiguefftugR　de　Akhaeaと

Uftguextum　Aegy麺ac“搬の処方はケルンの薬局方に拠

っている。XJitgueittum　Aegyptiacamは著名なアラブ人

学者メスエ（Mesue）による古典的な処方だが明馨が加

わっている．E　m　pgastrg　m　Diapa亙maeの処方には

Vitrgegug9｝a1加鞍が欠けており，従来のものではないよ

うである．

　処方の分量表記はヨー‘ロッパの換算方法を反映している．

　西洋流の換算　　　　　　　　　　　「阿蘭陀伝外科類方」

　1ポンド＝12オンス　　　（453，6g）　　　　96匁

　1オンス＝8ドラム　　（31，lg）　　　8匁

　1ドラム＝＝　3スクルペル（3，99）　　　　1匁

　mp　一　VnguentulR　Aegyptiacarcだけは換算率が異なっ

ており（1オンス＝10匁），これは面白いことに1649～1651

年来日した外科医カスパル・シャムベルゲル（Caspar

Schamberger）に遡る「カスパル方」の特徴である．彼

の通詞猪股伝兵衛はヨーロッパの単位を知らず，すべて十

進法で換算してしまった。（9）

藥油の部

　「ヲウリヨノ類」は「藥油ノ事」を示し，合計9種が紹

介されている。

ヲウリヨカラブ

ヲウリヨソクスイネ

ヲウリヨアニイシ

ヲウリヨスピツセィ

ヲウリヨテレメンテイナ

ヲウリヨアメンド

ヲウリヨロザアロム

ヲウリヨカモメリ

スランガベツテ

丁子之油ノ事

　　　　［eieum　Cariophylgorum］

コハクノ油也　　［0互eum　Succini〕

薗香之油　　　　　［0互eum　Anisi］

草ノ油ノ事也シレス白鳥ノ皮ニヌル抽ナリ

　　　　　　　　［0豆eu搬　Spicei］

　　　　［αeu鵬Tereb沁翻nae］

　　　　［Oleum　Amygdalofum］

茨ノ花ノ油也　［Oieum　R◎sarum］

野菊ノ花ノ油［Oleum　Chamomillae］

エビノワタ油也　　　［slaflgeitvet〕

　以下の例が示すように，個々の薬油の記述は，性質及び

応用範囲についての簡単な説明にとどめられている。

　「ヲウリヨカラブ　　丁子之油ノ事

　性ハ大熱也スチノ気或ハ皮肉ノ身モヲボヘザルニ付ル薬

　ノ第一味也ムシクイ歯ニハ此油ヲー味サスヘシ」（10＞

最後の「スランガベツテ」はオランダ語を表記しており，

上記の植物油とは異なる原料は「エビ」ではなく「ヘビ」

のはずである．また，この「蛇油脂」はヨーロッパの薬局

方には見当たらない眠問薬」や外科医がアジアで覚えた

ものである．



九州大学蔵の「阿蘭陀伝外科話方」（「阿蘭陀外科正伝」）と向井京升について

薬草及びその他の薬品の部

「フロウリスノ回付タリ色々ノ薬味」の部はけロウリス」

（＜ラテン語fi◎res）が示すように，まず花を紹介してお

り，引き続いては根，鉱物などさまざまな薬品について説

明している．

フロウリスカモメリ

フロウリスエツヒリコウニス

フロウリスメリラウテ

アツフセンテヨム

ラアデキスコンソウリタ

ラアデキスアレストウnウヂイア

セルウザ

トウチヤ

ヒエテエイリス

ヲクリカンキリ

キリシタルタリタアリ

ロツプトウリヨン

マステキス

ゴウメアモニヤコン

ヘツテレヤウリヲンガアルヒ

カンタアリイタス

テイラスシゲラアタ

アマレイル

野菊ノ花也

　　　［Flores　Chamornillae］

ヲトキリ草花

　　　［Flores　Hypericonis］

草花ノ事也　シレス

　　　　　［Fgeres　Meliloti］

草ノ事　シレス

　　　　　　　［Absinthium］

草ノ根

　　　　［Radix　Consolidae］

草ノ根　シレス

　　　［Radix　Aristolochiae］

シロイ土ノ事也

　　　　　　　　［Cefussa］

銅ヲ吹フキヤノ上二付タルケ

ブリノカタマリタルヲ云

　　　　　　　　　［Tutia］

ロクシヤウノ事

　　　　　　［Viride　Aeris］

ダクマエビノ頭ノ内ノ石

　　　　　　［Oculi　Cancri］

白ブダウ酒ノ樽二付カタマリ

タル物ノ事ナリ

　　　　［Cristallum　Tartari］

灰ノアクノ事

　　　　　　　［Ruptorium］

玉乳香之事

　　　　　　　　　［Mastix］

シレス

　　［Gummi　Arnmoniacum］

石薬シレス

　　　　［Vitriolum　aibum］

ゲンセイノ事

　　　　　　［Cantharides］

シゲラアタト云国ヨリイツル

土ノコトナリω）

　　　　　［Terra　Sigillata］

コンガウシヤノ事

　　　　　　［amarelo？］（i2）

テリヤアカノ能ノ事

大黄

　［Theriaca］

［Rharbarbum］

　内容は薬油と同様，簡単なものである．

　　「フロウリスエツヒリコウニス　　　ヲトキリ草花（13）

　　女ノ月水ナキニ煮シテ少シ用テ吉

　　粉ニメ少ツ、ブダウ酒ニテ用レハ腎ヲ養テコシノ痛ヲ

　　ヤワラグルナリ」（14）

　また，「アマレイル」については「薬ニツカフ事ナシ」

としか説明していない．

　巻末には，西洋の万能薬テリヤアカの効能を細かく列挙

した後にこう記されている．

　「此テリヤアカ調合ノ事ハH本ニテナリガタキ薬方也阿

　　蘭陀国ニチモ外科ハ調合スル事ナシ薬屋二調合スル薬

　　也明暦二年ノ年阿蘭陀外科ハ右ノ旨ヲ述テ薬方ヲ伝へ

　　ズ同三年ノ年ノ外科伝之別書二此薬方注ス者也」（15）

　テリヤアカについてのこの記述は不思議ではない．殆ど

の薬局方に見られるAndromachusの処方の成分は65種に

及んでいる．〔16）この高価な薬は2斤，すでに1652年には日

本に入っており，（17）大目付井上政重などの興味を引いたも

のと思われる．

　さらに大黄の性質が二行続き，最後にはこう記されてい

る．

　「爾御奉行三三仰付ヲ以阿蘭陀国之名医共之医書ヲ以書

　顕申候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メステレアンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在判

　右外科薬方口伝之通送仁念ヲ入サセ二二

　　　　　　　　　　　　　　　カピタン

　　　　　　　　　　　　　　　　サカリヤスハアケナル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在判」

用語の片仮名表記および説明

　「アセイテ」（＜aceite），「エンハラスト」（＜emplastro），

「エンクエンテ」（＜Uitguento），「ヲウリヨ」（＜0160），

「テレメンテイナ」（＜terebintina），「アメント」（＜

am6ndoa），「カラブ」（＜cravo），「アマレイル」（＜

amarelo）など片仮名表記の用語の一部は聞違いなくポル

トガル語から由来しており，日ポ交易の時代の文化遺産で

あった．「セイラ」（＜ポルトガル語cera，ラテン語cera）

のような断定不可能の場合もあるが，その他の用語のほと

んどはラテン語からきている．度量の換算方法の面でも，

通常の枠から外れている「エジプト膏」のみはオランダ語

に基づいている．

　「一　エンクエンテアゲブチヤアコン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77
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　　　ロクセウ
　スハンスグルウ　　五十匁［spansgroen　・Viride　Aeris，緑青］

　ミヤウハン
　アルイン　　　　　十匁　　　　　［aiuijll　・A亙uraen，明馨］

　　ミ　ツ
　ボウネキ　　　　　百四十匁　　　　　［honig＝Me1，蜂蜜］

　アジン　　　　　　七十匁」　　　　　［acijn　・　Acetus，酷］

　右先蜜ヲネリスハンスグルウヲ入少煮テ又アルインヲ入

　フキ上ル時二酷ヲ少ツ＼入フキアガルヲシヅメアシンサ

　イサイ一入テ七十匁ヲコサズ二三ル也」（18＞

　そもそも上記の名詞の内容は極めて具体性に富んでいる

が，17世紀半ば頃の日本では，実物を見ないかぎり，「訳

語」は決めにくかった．向井が出島の外科医と一緒に行っ

た長崎付近の薬草狩り及び市内の薬屋の見学は，調達が目

的であると同時に名前の確認のためでもあったに違いな

い．（19＞「フUウリスカモメリ」は「野菊ノ花也」というよ

うな，外見的印象に基づく判断は当時の東西両方の植物学

の水準が低かったことを物語っている．しかし国内に類似

のものがない場合にはどうしょうもなかった．山脇野際編

著の『阿蘭陀外科良方』（寛文元年刊），中村宗著の『紅毛

外科療治集』（寛文10年刊）や『阿蘭陀外科指南』（元禄6

年刊）にはちゃんと説明がなされている「ゴウメアモニヤ

コン」，「ゴウメカルバアヌン」，「フロウリスメリラウテ」，

「ラアデキスコンソウリタ」，「ヘツテレヤウリヲンガアル

ヒ」などは上記の文書がまとめられた時代には，当時はま

だ全く知られていない．

「阿蘭陀伝外科類病」の位置づけについて

　巻末の記述により「阿蘭陀伝外科三方」の由来はかなり

明らかになる．すでに紹介したHaRS　J旗gen　Hanckoは，

ここではmeester　Hansとして現れる。「達人」，「親方」

を意味する「メステレ」は東インド会社において職業名と

して使われ，ここでは「外科医」と同意と解してよい．彼

は1647年，クー号で上級外科医としてバタヴィアに来てお

り，1655年秋，出島に転任した．（20）その翌年の春，商館長

ブヘリヨンー行の江戸滞在中，痔，膀胱結石，カタルを患

っていた大目付井上政重筑後守（21）の命によりハンコは西洋

医学についての授業を始めている．しかし，またしても時

間が足りず，井上は長崎奉行黒川与兵衛に「人が一般にか

かる病気に関する薬の調合についての長い覚書」を送らせ

ている．（22）その結果として地元の「名医」，向井元升が，

ブヘリヨンに渡された覚書に基づいて「医学と薬品数種の

調合法を伝授された」ことになっている．（23）さまざまな説

明を通訳し，問い返したり，確認したりするには非常に多

くの時間がかかり，骨が折れた。向井が出島蘭館をたずね

るたび通詞全員が，正確な翻訳をめぐり論争したようであ

る．（24）同年11月1日に新商館長ツァハリアス・ワーゲネル

（Zacharias　Wagener）に渡されたブヘリヨンの申し送り
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状に見られる丁寧な説明は，両長崎奉行及び大目付に対す

るVOCの配慮を物語っている。その日商館長に就任した

ワーゲネルはドイツ・ドレースデン出身であり，江戸で体

験した明暦の大火に関する報告書と史上初めて有田磁器を

大量にヨーロッパ市場のため発注したことなどでその名前

を知られるようになった。㈱彼の上記の医学伝授との関わ

り合いについては，「紅毛流外科秘伝」をもとにした古賀

の論文では全く触れられていないし，その他のワーゲネル

の名前を示す古医書の紹介もこれまでなされてこなかっ

た。

　さらに，オランダ東インド会社の文献を調べたところ，

「阿蘭陀伝外科類方」の巻末のメーステル「アンス」及び

カピタン「サカリヤスハアケナル」による署名の背景を明

らかにする資料が現れた．江戸への出発も間近に迫った

1657年1月14日付の出島商館日誌にはこう記されている．

　　「日曜日，昼食をすませるとしばらくして奉行のもと

　　から，通詞全員と，これまで何度も触れた日本人医師

　　が遣わされ，ヨーロッパ流の治療術に関する2冊の書

　　物について語った．これらの書物は，この医師が大目

　　付筑後殿の命を受け，我々の上位外科医が誠実にまた

　　よい文体で語ったものを，通詞の助けを得て翻訳した

　　ものだ。これから奉行の名においてこの書物を江戸へ

　　持参し，大目付に渡す所存であるという。しかしまず

　　外科医が署名し，さらには私自らも署名して，外科医

　　が上述の医師にさまざまな著作を基に教授したことに

　　は全く門違いがなく，最高の知識をもって行われたも

　　のであることを保証しなければならなかった．私自身

　　は異様でばかげた理由づけだと思い，断りたかったが，

　　逆らう余地はほとんどなく，奉行の要求に従わざるを

　　得なかった。」（26）

　確かに古賀十二郎が提供した「紅毛流外科秘要」は向井

元升が受けた「授業」と何らかの関係があるであろうが，

通詞全員が通訳に携わったことを考えると，井上筑後守に

渡された報告書だけではなく，通詞の個人的なメモやその

報告書の写し，要約なども出回っていた可能性は決して低

くないのである．「阿蘭陀伝外科類方」の下巻の行方は不

明であるが，東インド会社の文献により裏付けられた資料

として「阿蘭陀伝外科考方」の上巻は，向井元升が撰した

文書の原形を定める上でも，またその他の文書の発見とそ

の位置づけを推し進める上でも今後最も重要な手掛かりに

なるに違いない．
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